
＜演題一覧＞
1. 遊び場に関する幼児・児童・保育者の認識
2. ポストモダン保育学の展開
3. 子どもの育ちを支える絵本選びを促す研修プログラムの開発とその効果の分析＊
4. 患児の成長発達における病棟保育士の専門性
5. 親による幼児教育が就学後の子どもに与える影響
6. 幼稚園、保育所における学校自己評価の政策内容と実践に関する比較研究

-教職員の協同的省察の側面に着目して-
7. 妊娠期から乳幼児期における子育て支援とソーシャルサポート

-「つながり」を支援するために
8. 揺動感による睡眠促進効果とその神経機序に関する研究
9. 園児の向社会的行動の育ちと保育者の関わり
10.共働き家族における仕事と子育て-未就学児をもつ家族を対象に-
11.デジタル絵本の効果的な使用に関する検討

-読み聞かせ場面における紙絵本との反応の比較を通じて-
12.幼児に対する母親の感情に関する発話
13.保育者養成の高学歴化に関する研究
14.育児期における母の心身の健康維持を目的とした生体リズム調整手法の開発
15.保育者の保護者との関係構築に関する検討

-中堅保育者の語りから見る保育者の役割の二重性-
16.身体運動可聴化技術を用いた乳児の音遊び行動とその生理的機構

発達保育実践政策学センター（Cedep）
が実施している、若手研究者による先端
・萌芽的研究発表の場です。
ぜひお気軽にお立ち寄りください！
1. 口頭発表 １０時～１２時（１５８教室）
2. ポスター発表 １２時～１３時（ラウンジ）

関連SEEDSプロジェクトとは：乳幼児を対象とした「発達保育実践政策学」は、乳幼児に
関する自然科学諸分野、人文科学、社会科学等それぞれの領域で実施されてきた学術研究
知見を集約・発展させ、保育の質向上という社会還元を目指す学術領域です。この志向性
に合致する研究を、東京大学大学院教育学研究科を核として展開しています。

2/15[Fri]
10:00-13:00

教育学部
１５８
入退場自由

＊はポスター掲示のみ

連絡先：発達保育実践政策学センター 高橋（midorit@p.u-tokyo.ac.jp）


